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オス トメイ トが患者会 の ソー シャルサ ポー トによって統 制力 を獲得す る プロセ ス

要 旨

目的

がん の治療 に よるス トー マ造設 は,自 分の身体 に対 し,ネ ガテ ィブなイ メージ を生 じ

るだ けでな く,そ の人 の暮 らす生活 ・社会 に大 きく影 響す る.そ の よ うな状 況の 中で,

ス トーマ を造設 した人々(以 下,オ ス トメイ トと称す る)は,ス トーマに よる排 泄 を 自

分の生活 の 中に取 り込み,新 しい生 き方 に適応 してい く必要 が ある.し か し,我 が国の

研 究 では,オ ス トメイ トが患者会 の ソー シャルサ ポー トを受 けつつ,自 らもサポー トの

資源 とな り統制力 を獲得 して い く過程 について 明 らかに されて いない.

本研 究で はオス トメイ トが患者会 の ソー シャルサ ポー トによって統制 力 を獲得す る

プ ロセス にっ いて明 らか にす る ことを 目的 とした.オ ス トメイ トの統制力 を獲得す るプ

ロセ ス を明 らかにす るこ とは,オ ス トメイ トの実生活 に即 した継続看護 の一助 とな る.

対象 と研究方法

対 象者 は,オ ス トメイ トの患者 会に入会 し,現 在 は再発 及び転移 がな く,意 識 が清 明

で言 語 に よる コ ミュニケー シ ョンが図れ る者 と した.

本 研 究 はがん治 療後 にオス トメイ トが患者会 の ソーシ ャル サ ポー トに よって統制力

を獲得す るプ ロセ スを明 らか に し,そ の体験 を説 明す る概念 を生み 出す ことが 目的であ

るた め,因 子探索 の質的研 究デ ザイ ンを用い た.半 構成 面接法 を用 いてデー タを収集 し

面接 内容 を逐語録 に した.分 析 は患者 会 とい う限定 され た場の相互作用 よって,人 は ど

の よ うなプ ロセ ス を経て,統 制 力獲 得 に至 るかを説 明す るこ とであ るため,修 正版 グラ

ウンデ ッ ド ・セ オ リー ・アプ ローチ を用 いた.ま た,本 研 究 は,新 潟 県立看護 大学倫理

審査 委員会,調 査施設 の倫理 委員会 の承認 を得 て、そ の倫理 的配慮 に従 い研 究を行 った.

結果

本研 究 の結 果か ら,【予期せ ぬ苦悩な体験 か ら他 のオス トメイ トへ の関心】【患者会 の

ソー シャルサポー トにお ける相互 作用の体験 】【コン トロール感覚 を取 り戻 し新 たな価

値観 で 生 きる】の3つ の コア カテ ゴ リーが明 らか になった.そ れぞれ のカテ ゴ リーの関

連性 を検討 し,オ ス トメイ トが患者会 の ソー シャルサ ポー トによって統制力 を獲得す る

プ ロセ スが明 らかにな った.

【予期せぬ苦 悩な体験か ら他 のオス トメイ トへ の関心】は,が ん治療 に伴 うス トーマ

造設 直後 に,[今 までの排 泄機 能 を失 いス トーマ を初 めて見 た ときの衝撃 ・動揺],[医

療者 に伝 え られ ない 自分 の辛 さ]を 抱 え,《 当た りま えだ った排泄機 能の喪失 を身に染

み て味 わ う》体験 を していた.そ の後,実 生活 に戻 り日常生活 の中で も《気持 ちの共有

が困難 な体 験 》を し,《 患者会 への関心 》を抱 くよ うにな って いった.し か し,一 方 で

は 自分 に とって[患 者会 の必 要性 が見 いだせず参加 に迷 う]気 持 ち も抱 えていた.《 患

者 会へ の関心 》 と[患 者会 の必 要性 が見いだせず参加 に迷 う]気 持 ちの間で揺れなが ら,

同病者 との交流 を求めて患者会参加 に至ってい った.

患者 会 に参加 し 【患者 会の ソー シャルサポー トにお ける相互作 用の体験 】では,《 仲

間 の存 在 と情緒 的な支 え合 いの実感 》によって,今 までの苦悩や孤独感 は 自分一人だ け

の体験 で はなか った こ とを知 った.ま た,仲 間 との交流で[自 分 の生活 改善に活 かす 仲

間 の体験談]を 聴 き,自 分の生活 の道 具 と して取 り込んで いった.《 ス トーマで生 きる
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支 え となる仲間か らの情報 》は,心 の支 えに もなっていた.そ れ らは患者会 の交流 で,

情 緒的 なサ ポー トや道具 的なサ ポー ト,情 報的 なサ ポー トといった ソー シャルサ ポー ト

とな り,相 互 に作用 し合 っていた.そ の相互作 用は,《 仲 間 との交流に よって 引き出 さ

れ る 自分 への肯定的 な評価 》 となっ り,《 迷い を脱 しス トーマ と共に 自分の人生 を送 る

》よ うになって いった.患 者会 にお ける ソー シ ャル サポー トの相 互作用のプ ロセ スの結

果,【 コン トロール感覚 を取 り戻 し新 たな価 値観 で生 きる】 こ とへ と向か っていった.

ま た,【 患者 会 の ソー シャル サポー トにお け る相互作用 の体験 】に よって,ス トー マ

造設直 後の医療者 へ の思 い も変化 させ ていた.対 象者 は,【 患者会 の ソー シャルサ ポー

トにお ける相互 作用 の体 験】 を通 じて安寧が 図 られ,[患 者会 で必要 と知覚 され た医療

者 のサポー ト]を 患者会 の 自律 的な活動の 中で思慮 や分別 もって的確 に洞察 していた.

そ して,【 コン トロール感 覚 を取 り戻 し新 た な価値観 で生 きる】体験では,が ん治療

に伴 うス トー マ造設 の さま ざま体験 によって,よ り深 く人 を思いや り人 のために何 か行

動 しよ うと自己 を変容 させ,統 制力 の獲得 に至 っていた.

考察

【予期せ ぬ苦悩 な体験か ら他 のオ ス トメイ トへ の関心】の体験 では,[今 まで感 じた

こ との ない孤独感]や 《気持 ちの共 有が困難 な体験 》の動機付 け によって,患 者 会 を障

害克服 に向 けた機会 と考 えたオス トメイ トた ちが,患 者 会参加 の意 思決 定 を して いた.

オ ス トメイ トの障害克服 の主体者 と して の意 識 を高 める看護 と して,日 々の丁寧 な ケ

ア ・的確 な看護技術 の提供 と看護 師の真摯 な姿勢 今 で きてい ることや 労いの思い を伝

え信頼 関係 を強化 す る必 要が ある.【 患者会 の ソー シャル サポー トにお け る相互作用 の

体験 】で は,本 研 究 で患者 会 は情緒 的サポー ト・道具 的サポー ト・情報 的サポー ト ・評

価的 サポー ト全 てが存在す るとい う特徴が 明 らか とな った.そ れ らの ソー シャルサ ポー

トは 日常生活 の遂行能力 を強化 させ,自 分 の能 力に対す る肯 定的な感 情 を生み,新 たな

コン トロール感 覚 を獲得 させ ていた.ま た,【 患者会 の ソー シャル サポー トにお け る相

互作 用 の体験 】は,オ ス トメイ トの 自己理解 と 自己覚知 を進歩 させ,意 識の拡張 とい う,

障害 を克 服 し健康 とい う段 階へ 移行 させ ていた.【 コン トロール感 覚 を取 り戻 し新 たな

価値 観 で生 きる】体験 は,患 者会 の仲間 との相互作用 の 中で,同 病者 を支 え る役割意 識

を学び,心 の豊 か さを獲得す るにいたっていた.そ して[ス トーマ を造 る前 とは違 う自

分 の信 念]と い う,新 たな価値観 を見出 していた.看 護 師 は,患 者 会 の効果 を理解 し,

ス トーマ造設後 のオス トメイ トが,同 病者 に関心を示 した時期 に患者 会の正 しい情報提

供 を行 う必要 があ る.

結論

本研 究 の結 果か ら,【予期せ ぬ苦悩な体験か ら他 のオス トメイ トへ の関心 】【患者会 の

ソー シャル サポー トにお ける相 互作用の体験 】【コン トロール感覚 を取 り戻 し新た な価

値観 で 生き る】が,オ ス トメイ トが患者会 の ソー シャルサ ポー トに よって統制力 を獲得

す るプ ロセスで あ るこ とが明 らか となった.ま た,患 者 会 に参加す ること とは,仲 間 と

の情緒 的 ・道具的 ・情報的 ・評価 的なサポー ト全て が受 け られ る機 会で ある とい う,特

徴 が 明 らか となった.
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